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雲南消防本部からのお知らせ

　

４
月
１
日
付
け
で
、
雲
南
消
防
本
部
の
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
は
木
次
町
外
三
町
消
防
組
合
と
し
て
昭
和
46
年
に
消
防
業
務
を
開
始

し
、
そ
の
後
再
編
等
が
行
わ
れ
53
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築

き
あ
げ
て
来
ら
れ
た
業
績
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
雲
南
地
域
の
皆
様
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
職
務
に
専
心
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
大
規
模
火
災
や
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
様
々
な
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
お
り
、
本
年
元
日
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年
末
か
ら
建
物
火
災
が
頻

発
し
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
種
災
害
に
対
し
、
管
内
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
に
は
、
総
合
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
消
防
施
設
の
整
備
、
職
員
の
教
育
訓

練
、
構
成
市
町
及
び
消
防
団
並
び
に
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、
住
民
の
皆
様

と
の
自
主
防
災
組
織
等
を
通
じ
訓
練
や
災
害
情
報
の
共
有
に
努
め
、
地
域
防
災
力
の

強
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
等
に
よ
る
救
急
需
要
が
増
加
し
て
お
り
、

昨
年
度
の
救
急
出
場
件
数
は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
迅
速
・
的
確
な
現
場
活
動

を
確
保
す
る
た
め
に
、
救
急
隊
員
の
知
識
や
技
術
の
向
上
に
向
け
て
、
教
育
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
救
命
士
の
養
成
を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
消
防
の
使
命
を
自
覚
し
、
安
心
・
安
全
確
保
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
消
防
団
を
は
じ
め
構
成
市
町
並
び
に
雲
南
広
域
連
合
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消
防
長
就
任
挨
拶

消
防
長
就
任
挨
拶

雲
南
消
防
本
部

　

消
防
長　

土 

江
　
健 

司

　4月 1日付けで雲南消防本部に4名の職員が採用とな
りました。島根県消防学校において約 8か月間入校し、
消防職員として必要な知識・技能を習得します。

　
消
防
士
と
し
て
の

知
識
・
技
術
を
消
防

学
校
で
身
に
つ
け
、
皆
さ
ん
の
生
命
を
守

れ
る
よ
う
、
日
々
全
力
で
取
り
組
み
、
地

元
雲
南
地
域
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

　
消
防
士
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

消
防
学
校
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
・
経
験

を
生
か
し
、
住
民
を
助
け
ら
れ
る
消
防
士

に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
頑
張
り
ま
す
。

　
消
防
士
と
し
て
の

責
任
感
を
自
覚
し
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
恩
返
し
出
来
る
よ

う
消
防
学
校
で
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
、

役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
学
校
で
た
く

さ
ん
の
技
能
・
知
識

を
身
に
つ
け
、
多
く
の
人
達
を
救
え
る
存

在
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
何
事
も
全

力
で
や
り
き
る
こ
と
を
心
が
け
、
消
防
士

と
し
て
も
社
会
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

西に
し
む
ら村 

季き
り
ゅ
う流

舩ふ
な
き木 

逸い
つ
き希

深ふ
か
だ田 

彪ひ
ょ
う
ま舞

勝か
っ
た田 

郁い
く
と人

新規採用職員紹介
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　新型コロナウイルス感染症などの感染症全般の感染防止を図るととも
に、老朽化した設備を更新するため、奥出雲消防署庁舎の大規模改修を
行いました。
　仮眠室の個室化や消毒室、事務室、食堂の改修、また女性職員の専用
浴室・トイレが整備され、女性職員が勤務できる環境が整いました。

　

令
和
６
年
４
月
５
日
、島
根

県
消
防
学
校
（
松
江
市
乃
木

福
富
町
）に
お
い
て
島
根
県
消

防
長
会
消
防
職
員
意
見
発
表

会
が
開
催
さ
れ
、雲
南
消
防
本

部
か
ら
若
槻
省
吾
消
防
士
長

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

若
槻
士
長
は
「
未
来
の
リ
ー

ダ
ー
」と
題
し
、高
校
時
代
に

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
部
活

動
で
の
指
導
方
法
を
実
践
し
、

災
害
現
場
で
後
輩
職
員
が
自

主
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
経
験
か
ら
、今
後
の
指

導
方
法
に
つ
い
て
提
言
し
ま

し
た
。

仮眠室

事務室

食堂

待機室

女性職員浴室・洗面室

消毒室

職
員
意
見
発
表
会

職
員
意
見
発
表
会

県
予
選

県
予
選

奥
出
雲
消
防
署
庁
舎
の

奥
出
雲
消
防
署
庁
舎
の  

改
修
工
事
が

改
修
工
事
が

完
了
し
ま
し
た

完
了
し
ま
し
た
!! !!
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取りつけていますか？
「住宅用火災警報器」の
設置は義務です！！

※住宅用火災警報器には、「単独型」と「連動型」があります
　単独型は、火災を感知した住宅用火災警報器だけが警報を発しますが、連動型は連動設定を行っている住宅用
火災警報器が信号を受けて警報を発し、他の場所で火災が起こっていることを知らせます。

死者数、焼損床面積及び損害額を見ると、住宅用火災警報器
を設置している場合は、設置していない場合に比べ、死者数、
損害額は半減、焼損床面積は 6 割減

住宅用火災警報器を設置することで、
火災発生時の死亡リスクや損失の拡
大リスクが大幅に減少

出典元：一般財団法人　日本火災報知機工業会のチラシを加工して使用

注１）「死者」とは、火災現場において火災に直接起因して死亡した者であり、火災により負傷した後 48時間以内に死亡した者を含む。
注２）死者の発生した経過が「殺人・自損」（放火自殺、放火自殺者の巻添者、放火殺人の犠牲者）であるものを除く。

総務省消防庁ホームページ内：住宅用火災警報器Q＆A：住宅防火関係住宅用火災警報器を設置しましょう！住宅用火災警報器の設
置効果（https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/yobou_contents/qa/index.html#06）内のグラフを加工したもの

0

4

8

12

16
（人／火災 100 件）

設置無

12.0 人

設置有

6.0 人

0.5 倍

0

20

40

60

80
（㎡／火災 1件）

設置無

65.5 ㎡

設置有

27.8 ㎡

0.44 倍

0

700

1,400

2,100

2,800

3,500
（千円／火災 1件）

設置無

3,319 千円

設置有

1,744 千円

0.53 倍

住宅火災 100件当たりの死者数 焼損床面積損害額

雲南消防本部管内では、昨年末から住宅火災が頻発し、死者も発生しています。
逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。

取り付けが義務付けられている所（寝室・階段） 取り付けをおすすめする所（台所・全ての居室）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
令
和
２

年
か
ら
中
止
さ
れ
て
い
た
島
根
県
消
防
操
法

大
会
が
、
令
和
６
年
７
月
７

日
に
島
根
県
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
大
会

に
は
、
雲
南
市
か
ら
、
大
東

方
面
隊
海
潮
分
団
と
吉
田
方

面
隊
吉
田
分
団
。
飯
南
町
か

ら
第
８
分
団
（
志
々
地
区
）

が
出
場
予
定
で
す
。

　

実
際
の
地
震
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る
地
震

体
験
車
を
、
７
月
に
雲
南
消
防
本
部
で
運
用

し
ま
す
。

　

避
難
訓
練
や
防
火
座
談
会
等
に
併
せ
て
地

震
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

事
前
予
約
や
届
出
（
消
火
・
避
難
訓
練
通

知
書
、
消
防
職
員
派
遣
要
請

書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
雲
南
消
防
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、予
防
課
（
０
８
５
４

－

４
０

－

０
１
３
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
消
防
操
法
大
会

開
催
に
つ
い
て

第67回

地震体験車

地
震
体
験
車
に
つ
い
て

　雲南消防本部管内の小学生（３～６年生）を対象として、災害対応の知識を深めると
ともに、他の小学校のクラブ員・消防職員との交流を目的とした少年消防クラブ員研修
会（協賛：一般社団法人島根県消防設備協会）を、7月30日に雲南消防本部で開催します。
　詳細が決まりましたら、各少年消防クラブへ案内を致しますので、ご参加をお待ちし
ております。

第34回少年消防クラブ員
研修会開催のお知らせ

ちびっこ
消防士!!
募集のお知らせ。

　雲南消防本部の消防車と一緒に写真を撮って広報うんなんにのせませんか？
◉募集期間　令和 6年７月１日～ 8月 31日
◉募集対象　雲南市・奥出雲町・飯南町在住の子どもたち（未就学児）
◉掲載人数　12人（厳正な抽選により決定します。）
　応募は、予防課メール（yobouka@unnan119.jp）に、必要事項（お子様の名
前、保護者様の名前・連絡先、居住市町）を入力し、画像を添付して送ってくださ
い。又は右記のQRコードを読み込んで、必要事項を記入し画像を添付して送信し
てください。
　掲載は広報うんなん秋号（10月下旬）を予定しております。
　・出動等により、撮影に応じられない場合があります。
　・掲載されなかった方はホームページに掲載予定です。
　・写真のみ掲載します。

詳細については、雲南消防本部　予防課（☎ 0854-40-0139）又は
各消防署までお問い合わせください。
雲南消防署　　☎ 0854-40-0119
奥出雲消防署　☎ 0854-54-2166　　飯南消防署　☎ 0854-72-1201

２
０
２
４
年
度

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
・
再
講
習

お知らせ
開催地 講習種別 定員 講習日 受付期間 講習会場

雲南市 新規 80 7月10、11日
1次　　5月28日～　6月　4日 三刀屋文化体育館

アスパル2次　　6月22日～　6月23日

松江市

新規 100 8月5、6日
1次　　6月18日～　6月25日

島根県民会館
3F大会議室

2次　　7月13日～　7月14日

新規 100 10月29、30日
1次　　9月11日～　9月18日
2次　10月　6日～10月　7日

再講習 100 令和7年3月12日
1次　　1月28日～　2月　4日
2次　　2月22日～　2月23日

新規 100 令和7年3月13、14日
1次　　1月29日～　2月　5日
2次　　2月23日～　2月24日

出雲市 新規 100 8月20、21日
1次　　6月25日～　7月　2日

出雲市民会館
2次　　7月20日～　7月21日

講習種別 講習時間 受講料金

甲種防火管理新規講習 ２日間 8,000円

甲種防火管理再講習 半日 7,000円

（一社）島根県消防設備協会
〒690-0061松江市白潟本町13-4　大樹生命松江ビル

TEL 0852-28-7305・FAX 0852-33-7291

受講申込・問い合わせ先
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【問い合わせ先】

島根県福祉人材センター
☎ 0852-32-5957

URL https://www.shimane-fjc.com/

島根県福祉人材センター主催による、雲南会場の
「福祉職場　相談会」が、令和 6年度は年３回開
催されます。
福祉職場に関心のある方、就職を希望する方に対
し、求人事業所が働き方等の説明や求職者から
の相談に応じ、当該職場や職種への理解を深め、
就職に向けたマッチングを図ります。
参加にあたっては事前申し込みが必要です。島根
県福祉人材センターホームページからの相談会申
込フォームまたは電話・メールでお申し込みくださ
い。参加費は無料です。お気軽にご参加ください。

雲南広域連合
（雲南市木次町里方 1100-6）

［時間］

13時30分～15時30分
（受付13時～）

［会場］

［期日］

令和6年
5月21日火

令和6年
10月23日水

令和7年
2月18日火

福祉職場 相談会って ?

相談コーナーって ?

雲南地域で求人を出している事業所に、求人内
容や福祉職場について質問することができる場
です。アットホームな雰囲気で、普段聞けないこ
とについて聞くこともできます。また、島根県福
祉人材センターの相談コーナーもあります。
ぜひ一度足を運んでみてください。

相談コーナーでは「短時間で勤務したい」、「子育
てと仕事を両立したい」などのニーズに合った求
人を紹介しています。また、福祉に関する資格や、
福祉職場の仕事内容なども相談することができ
ます。相談コーナーのみの利用も可能です。

Q

Q

A

A

福祉職場相談会

令和６年度 介護支援専門員実務研修受講試験が実施されます

問い合わせ先／〒 690-8501 島根県松江市殿町 1番地 島根県庁健康福祉部高齢者福祉課　TEL 0852-22-5717

介護支援専門員は介護保険制度で居宅介護支援等を行う専門職種です。
この試験の合格者は所定の実務研修を受講することで介護支援専門員として業務に従事することができます。

試験日時 令和 6 年10月13日（日）　午前 10 時開始

申込期間 令和 6年 6月13日（木）から令和 6年7月12日（金）まで（当日消印有効）

試験要項
受験申込書の配布

令和 6年 6月13日（木）から島根県庁健康福祉部高齢者福祉課、
県内各保健所・各市町村役場の介護保険担当窓口で配布

会　　場 くにびきメッセ（松江市）･ 島根浜田ワシントンホテルプラザ（浜田市）※予定

受験手数料受験資格 8,240 円
保健・医療・福祉分野で当該業務に従事した期間が5年以上であり、
かつ、当該業務に従事した日数が 900日以上である者。




